
▲�町内の小・中学校の卒業証書授与式が、３月16日に山辺中学校で、18日に山辺小、相模小学校で行われました。令和３
年度の卒業生は、小学生117人、中学生127人。
　（写真は、山辺小学校卒業証書授与式）

主な内容
〇令和４年度当初予算（２ページ）
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令和４年度令和４年度 当初予算当初予算 一般会計予算
　　　　 56億6,427万円

前年度比

６．３％

地方交付税地方交付税
【38.2％】【38.2％】

21億6,147万円21億6,147万円

町税町税
【20.8％】【20.8％】

11億7,843万円11億7,843万円

国庫支出金国庫支出金
【９.１％】【９.１％】

５億1,276万円５億1,276万円

県支出金県支出金
【7.5％】【7.5％】

4億2,544万円4億2,544万円

繰入金繰入金
【8.8％】【8.8％】

4億9,859万円4億9,859万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
【4.4％】【4.4％】

2億5,000万円2億5,000万円

町債町債
【2.0％】【2.0％】

1億1,460万円1億1,460万円
その他その他
【9.2％】【9.2％】

5億2,298万円5億2,298万円
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その他内訳

繰入金：一般会計、
特別会計や基金
などの会計間に
おいて、相互に資
金運用するもの

町債：町が大きな
事業を実施するた
めに、国や銀行な
どから借りるお金

地方交付税：全国
的に一定水準の行
政サービスを確保
するために国が地
方に交付するお金

【特別会計】
　特別会計は、特定の事業に使われるもので、一般会計とは別にお金を出し入れしています。特別会計で行う
事業は、下表に示した３つの会計で行われます。（カッコ内は前年度比）

会計名 内　容 予算額
国民健康保険特別会計 国民健康保険を運営するための会計 14億9,325万円（2.1％）

介護保険特別会計 介護保険を運営するための会計 16億5,270万円（0.8％）
後期高齢者医療特別会計 後期高齢者医療制度のための会計  １億8,490万円（10.2％）

【企業会計】
　企業会計は、独立採算制を原則とするもので、下表に示した２つの会計があります。快適な生活と環境を支
える事業として、持続可能な経営に取り組んでいきます。

会計名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出
簡易水道事業会計 　　2,422万円 　　3,638万円 　　　０万円 　　 319万円

公共下水道事業会計 ３億4,960万円 ３億5,032万円 ２億5,768万円 ３億3,148万円

【 目的別歳出 】
区　分 予算額 前年度比 構成比
議会費 7,927 ▲4.0 1.4
総務費 118,468 11.1 20.9
民生費 175,766 3.0 31.0
衛生費 39,697 8.8 7.0
労働費 1,197 3.0 0.2

農林水産費 16,947 1.6 3.0
商工費 11,258 ▲0.6 2.0
土木費 46,134 29.2 8.2
消防費 30,626 0.5 5.4
教育費 50,580 3.2 8.9

災害復旧費 735 37.4 0.1
公債費 60,493 ▲1.4 10.7

諸支出金 3,816 68.0 0.7
予備費 2,783 17.5 0.5

（単位：万円、％）

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

【 性質別歳出 】
区　分 予算額 前年度比 構成比
人件費 116,114 0.7 20.5
扶助費 63,877 ▲3.0 11.3
公債費 60,493 ▲1.4 10.7
物件費 99,783 9.5 17.6

補助費等 109,451 28.5 19.3
操出金 57,963 ▲20.2 10.2
積立金 26,245 44.0 4.6

普通建設事業費 16,949 93.2 3.0
維持補修費 5,535 7.0 1.0

その他 10,017 7.2 1.8

（単位：万円、％）

（その他内訳）
災害復旧費　734万円／貸付金　6,500万円／予備費　2,783万円

人件費人件費

扶助費扶助費

公債費公債費

物件費物件費

補助費等補助費等

操出金操出金

積立金積立金

普通建設事業費普通建設事業費

その他その他

維持補修費維持補修費

労働費労働費

土木費土木費

消防費消防費

教育費教育費

公債費公債費

商工費商工費

農林水産費農林水産費

議会費議会費

予備費予備費
諸支出金諸支出金

災害復旧費災害復旧費

公債費：町が借入
れた地方債（借金）
の元利償還金

扶助費：各法などに基
づき、被扶養者に対し
て生活を維持するため
に支出する経費

繰出金：特別会計
などが実施した業
務に要した経費を
一般会計から負担
金などの形で支出
するもの
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《問合せ》　総務課　財政管理係　☎（６６７）１１１１令和４年度 当初予算

◆第５次山辺町総合計画に沿って、令和４年度当初予算の主な事業を紹介しま◆第５次山辺町総合計画に沿って、令和４年度当初予算の主な事業を紹介します◆す◆◆ ◆

一人ひとりの充実した暮らしを育むまち（「コミュニティ・保健・医療・子育て」など）

◎地域コミュニティ推進事業　　　1,873万円

・みんながつながる地域コミュニティ事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　475万円

◎予防事業　　　　　　　　　　　3,635万円

・各種予防接種委託料　3,549万円
・子宮頸がん予防ワクチン接種委託料　400万円

◎山辺町医療給付事業　　　　　１億542万円

・子育て支援医療給付費　6,363万円
・重度心身障がい（児）者医療給付費　3,500万円
・ひとり親家庭等医療給付費　618万円

◎教育・保育施設給付事業　　　２億9,498万円

・教育・保育給付費　２億7,215万円
・保育料無償化段階的負担軽減補助金　1,661万円

学び合う文化が息づくまち（「学校教育・生涯学習」など）

◎教育委員会事務局事業　　　　　６,015万円

・スクールバス運転業務委託料　583万円
・学校施設整備基金積立金　5,000万円

◎学校給食センター事業　　　　　6,478万円

・学校給食調理業務委託料　3,084万円
・消毒器保管購入費　1,435万円

◎やまのべみんなのセミナー　Taiken堂開設事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　160万円

・Taiken堂運営委員会補助金　160万円

◎体育施設維持管理事業　　　　　4,385万円

・体育施設指定管理委託料　3,952万円

安全で安心して暮らせるまち（「防災・危機管理」など）

◎道路・橋梁の維持管理事業　　　7,121万円

・道路舗装補修工事　3,050万円
・橋梁補修工事　1,020万円

◎町営住宅維持管理事業　　　　　2,890万円

・近江住宅２号棟補修工事監理業務委託料　90万円
・近江住宅２号棟屋根防水外壁補修工事　2,540万円

◎常備消防活動事業　　　　　２億2,473万円

・消防事務委託料　２億2,439万円

◎防災等情報施設維持管理事業　　2,265万円

・防災関連機器更新業務　1,604万円

活発な産業活動を推進するまち（「商工業振興・農林水産業振興」など）

◎担い手育成支援事業　　　　　1,031万円

・農業次世代人材投資事業　300万円
・認定農業者支援事業　551万円

◎有害鳥獣被害対策事業　　　　　　　449万円

・有害鳥獣捕獲報償金　120万円
・有害鳥獣被害防止対策事業補助金　100万円

◎観光振興事業　　　　　　　　　346万円

・観光振興計画策定業務委託料　172万円
・DMOさくらんぼ山形負担金　31万円

◎農村環境施設維持管理事業　　　　508万円

・玉虫湖畔公園遊歩道ほか修繕　330万円

人と自然が共生する資源循環型のまち（「自然環境・エネルギー」など）

◎西黒森・楢実沢・摂待飲雑用水供給施設事業
　　　　　　　　　　　　　　　750万円

・送水ポンプ更新工事　600万円

◎愛玩動物等飼育衛生指導事業　　　　57万円

・猫不妊・去勢手術費補助金交付事業　26万円
・狂犬病予防事務業務委託料　26万円

◎山辺温泉保養センター運営事業　　3,712万円

・管理業務委託料　714万円
・熱交換器系統自動制御機器更新工事　662万円

◎山形広域環境事務組合事業　　　１億2,390万円

・山形広域環境事務組合負担金　１億2,390万円

実効性のある行財政の推進（「町民に開かれた行政・行財政運営」など）

◎総合住民情報システム導入事業　　　4,884万円

・総合住民情報システム保守委託料　1,565万円
・総合住民情報システムリース料　2,551万円

◎ふるさと応援事業　　　　　２億7,099万円

・ふるさと納税事業支援サービス委託料　１億772万円
・ふるさと応援基金積立金　１億6,000万円

◎戸籍事務事業　　　　　　　　　　2,071万円

・戸籍クラウド構築経費　1,291万円
・戸籍クラウド利用料　3,021万円

◎起債元金償還事業　　　　　５億7,802万円

・償還金（元金）　５億7,802万円

【令和３年度からの繰越事業】
　本来であれば、令和３年度の事業になりますが、年度内に完了していない事業があるため、下表のとおり
令和４年度に予算を繰り越して事業を行います。

事業名 繰越金額
総合住民情報システム導入事業   283万円

非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 3,240万円
新型コロナウイルスワクチン接種事業 5,716万円

体育施設維持管理事業 1,100万円
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武
田
伸
之

後
藤
忠

飛
塚
欽
也

沼
尻
隆
一

後
藤
信
也

峰
田
和
則

笠
原
茂
実

渡
辺
一
則

寒
河
江
敏
弘

桜
井
譲

須
藤
秀
春

堀
井
伸
二

東
海
林
江
利
子

星
野
勝
俊

細
谷
斉

田
中
和
夫

小
松
明
弘

鈴
木
進
也

大
山
昇
一

１年間よろしくお願いします

令和令和４４年度年度  地区委員地区委員のみなさんですのみなさんです
（敬称略） 町

職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
の
発
令
で
、異
動
し
た
町
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
属
変
更
の
伴
わ
な
い
昇
任
者
は
省
略
し
て
い
ま
す
（
課
長
・
主
幹
・
係
長
職
へ
の
昇
任
者
を
除
く
）。

【
総
務
課
】

財
政
管
理
係
長
：
平
英
二
（
産
業
課

農
政
係
長
兼
担
い
手
支
援
係
長
）

【
防
災
対
策
課
】

防
災
対
策
課
長
：
鈴
木
司
（
議
会
事

務
局
長
）、
防
災
係
長
：
安
達
裕
明

（
税
務
課
主
査
）、
木
村
健
太
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）

【
政
策
推
進
課
】

政
策
推
進
課
長
：
佐
藤
竜
（
防
災
対

策
課
長
）、
情
報
統
計
係
長
：
秋
葉

雅
司
（
防
災
対
策
課
防
災
減
災
推
進

係
長
）、
協
働
推
進
係
長
：
北
條
智

洋
（
行
財
政
改
革
推
進
室
行
革
推
進

係
長
）、
高
橋
直
朗
（
新
採
）

【
税
務
課
】

金
井
早
紀
（
保
健
福
祉
課
）、
井
形

寛
輝
（
新
採
）、
荒
木
風
花
（
新
採
）

【
町
民
生
活
課
】

主
幹
兼
生
活
環
境
係
長
：
遠
山
進

（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
係
長
）、

佐
藤
貴
裕
（
税
務
課
）、
大
谷
今
日

子
（
新
採
）

【
保
健
福
祉
課
】

福
祉
係
長
：
多
田
博
（
政
策
推
進
課

情
報
統
計
係
長
）、
介
護
支
援
係
長
：

清
水
瞳
（
保
健
福
祉
課
保
健
指
導
係

長
）、保
健
指
導
係
長
：
高
橋
直
之（
町

民
生
活
課
生
活
環
境
係
長
）、
長
岡

花
奈
（
町
民
生
活
課
）、多
田
春
香
（
新

採
）、
安
達
美
帆
（
新
採
）

◇
安
達
峰
一
郎
記
念
保
育
所

安
達
峰
一
郎
記
念
保
育
所
長
：
小
座

間
美
紀
子
（
安
達
峰
一
郎
記
念
保
育

所
総
括
保
育
士
）、
安
達
峰
一
郎
記

念
保
育
所
総
括
保
育
士
：
新
関
昭
子

（
保
健
福
祉
課
主
査
）

【
産
業
課
】

主
幹
兼
農
政
係
長
：
岩
城
真
也
（
総

務
課
主
幹
兼
財
政
管
理
係
長
）、
担

い
手
支
援
係
長
：
安
達
久
博
（
保
健

福
祉
課
介
護
支
援
係
長
）、
武
田
和

也
（
新
採
）、
桐
生
虎
汰
（
新
採
）

【
議
会
事
務
局
】

議
会
事
務
局
長
：
渡
辺
浩
樹
（
政
策

推
進
課
長
兼
行
財
政
改
革
推
進
室
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
】

長
岡
憲
吾
（
防
災
対
策
課
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】

小
関
求（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
）

【
退
職
者
】
３
月
31
日
付
け

川
口
海
（
保
健
福
祉
課
）

◎係名称の変更◎係名称の変更
（旧）防災対策課　防災減災推進係

（新）防災対策課　防災係

◎係の再編◎係の再編
（廃）政策推進課　行財政改革推進室行革推進係

（新）政策推進課　協働推進係



9 広報やまのべ 2022.4.15 8 2022.4.15 広報やまのべ 8

軽自動車税（種別割）納税通知書を送付しています軽自動車税（種別割）納税通知書を送付しています
問合せ 税務課　町民税係　☎（６６７）１１０５

　４月１日時点で軽自動車（軽自動車、原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪の小型自動車など）
を所有している方へ軽自動車税（種別割）の納税通知書を４月15日付で発送しました。
　納付の期限は５月２日㈪となります。４月１日時点で軽自動車を所有している方で、納税通知
書が手元に届いていない場合は、４月中に税務課までご連絡ください。

◆納税通知書は圧着ハガキ様式で送付しています
　コンビニエンスストアでの納付やスマホ決済も可能です。（ただし、バーコード印字のないものや
読み取れないもの、コンビニエンスストア取扱期限を過ぎているものは除きます）

バーコード

※一人複数台お持ちの方へは、封筒に封入してお送りする場合があります。
※口座振替での納付をお申込みいただいている方へは、上図とは異なる様式のハガキをお送りしてい
　ます。

　継続検査用納税
証明は車検の際に
お使いください。
　なお、スマホ決
済で納付された場
合、納税証明書が
必要であれば役場
税務課窓口にて無
料で発行します。

◆障害者手帳をお持ちの方は申請により軽自動車税が減免できる場合があります
　障害者手帳をお持ちの方が納税義務者となっている車を障がいのある方のために使用している場合、
障がいの区分・級別によって、期間内に申請することにより軽自動車税（種別割）の減免を受けるこ
とができます。
※身体障がい者（18歳未満）、知的障がい者、精神障がい者の方はご家族の方の名義でも対象となる
　場合があります。
減免台数／一人につき１台（普通自動車と重複して減免を受けることはできません）
申請期間／納税通知書が届いてから５月２日㈪まで
※新型コロナウイルス感染症拡大防止などのため、期日までに来庁できない方は税務課までご連絡く
　ださい。

減免申請時の持ち物減免申請時の持ち物
身体障害者手帳など、車を実際に運転する方の運転免許証、軽自動車税（種別割）納税通知書ハガキ、
車検証、納税義務者のマイナンバーカードまたはマイナンバーの確認できるものと本人確認ができる
もの

“火の用心”の思い引き継ぐ
　ゆりかご幼稚園の５歳児からなる「幼年消防
クラブ」の修了式が、３月11日に同園で開かれ
ました。町消防演習や園内の避難訓練ではぐく
んできた“火の用心”の思いを、４月から活動
する令和４年度の５歳児に引き継ぎました。

明治安田生命保険相互会社との連携協定

健康増進に向けて
　２月24日、明治安田生命保険相互会社と健康増
進に関する連携協定を締結しました。健康づくり・
がん対策・感染症対策などの健康増進に関する取
り組みを推進するため、相互に連携・協力し、町
民の健康増進やサービスの向上を図っていきます。

町民のみなさんの健康増進を促進します

まちのわだいまちのわだい

山辺町交流拠点プロジェクトチーム

「のべラボ」はじまる！
　３月26日に町民総合体育館を会場に、町とワイ
ヴァンズと東北芸術工科大学の共同プロジェク
ト「のべラボ」のテストイベントが開催されまし
た。アートワークショップや、チアダンスなどが
体験でき、会場は多くの親子でにぎわいました。

芸工大のお兄さんに教わりながら楽しく工作♪

9 広報やまのべ 2022.4.15

エコキャップで人助け
　３月16日に、ゆりかご幼稚園の園児たちが「困っ
ている人を助けてあげたい」という思いからペッ
トボトルキャップを集め、山形銀行山辺支店へ届
けました。集めたキャップはワクチンに変わり、
発展途上国の子どもたちに提供されます。

≪ゆりかご幼稚園≫

“困っている人のために使ってください！”

町消防団長から修了証を受け取る園児代表
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◆ ◆ 対象者／町内に住所を有する方（町外の参加希望者の方については、問い合わせください）
◆ ◆ 参加費／65歳以上…300円（１回あたり）　64歳以下…500円（１回あたり）
　　　　　　※参加費は全期間分をまとめてお支払いください。（申し込み後の参加費の払い戻しはいたしません）
◆ ◆ 申込み期間／４月15日㈮～28日㈭
◆ ◆ 申込み方法／電話、来所、FAX、メールのいずれかで保健福祉センターへ申し込みください。
　　　　　　☎（６６７）１１７７　FAX（６６７）１１７６　メール：kirari@town.yamanobe.yamagata.jp
　　　　　　　◇教室名（下表の（19）～（38））、住所、氏名、生年月日、電話番号をお知らせください。
　　　　　　　◇健康診断書などの提出が必要です。
　　　　　　　◇定員を超える場合は抽選となります。初めて参加される方、参加決定の教室のない方が優先となります。
　　　　　　　◇夜間教室は夜間教室だけを申し込まれた方が優先となります。
　　　　　　　◇申し込みは一人あたり最大２教室とします。
　　　　　　　◇スポーツ安全保険に加入希望の方は、申し込みの際に申し出てください。
　　　　　　　◇その他詳細については問い合わせください。
※�今回は抽選会を開催せず、事務局で抽選し結果を郵送します。
※新型コロナワクチン集団接種の円滑な運営のため、ご理解とご協力をお願いします。

「「輝輝
きき

らりやまのべ健康教室」部分開催予定 募集開始のご案内らりやまのべ健康教室」部分開催予定 募集開始のご案内

● ● 期　間／５月23日㈪～10月24日㈪
● ● 場　所／保健福祉センター「輝

き

らりやまのべ」
● ● 指導者／健康運動指導士

教　室　名 対象者 時間 定員 内　　容
①トレーニング 20歳以上 60分間 ７人 固定式自転車での有酸素運動や、トレーニング機器を利用し

ての筋力トレーニングなど②夜間トレーニング 20歳以上 60分間 ７人
③やさしいトレーニング 40歳以上 60分間 ７人 他のトレーニング教室よりもゆっくりできる教室

④ひざ痛改善 おおむね
65歳以上 45分間 15人 ひざ関節を支えるために必要な筋力トレーニングなど

⑤肩こり・腰痛改善 おおむね
65歳以上 45分間 15人 肩や腰回りの筋肉をほぐし、姿勢の改善を目指す

⑥貯筋体操 おおむね
65歳以上 45分間 15人 床の上で簡単にできる体操で、骨粗しょう症や関節痛を予防

⑦ピンとシャン教室 65歳以上 60分間 10人 身体機能の回復向上を目的にした介護予防教室
⑧輝らりシニアクラブ 65歳以上 45分間 10人 簡単にできる体操などで転倒予防、筋力維持向上を図る教室

※運動による効果には個人差があります。

※�新型コロナウイルス感染症の拡大状況によって、日程の変更または休止となる可能性がありますのでご
了承ください。

※�水中運動と土曜輝らりトレーニングクラブは、十分に安全な環境が確保できないため、募集を見合わせています。
安全を十分に確保できるようになりましたら、今後の広報紙やホームページなどでお知らせします。
※令和４年度のママ＆チャイルドクラスは休止します。
※�新型コロナウイルス感染症予防のため、全教室マスク着用・アルコールによる手指消毒・うがい手洗いをお願
いします。

※新型コロナワクチンの集団接種の関係上、スケジュールを一部変更していますのでご注意ください。

教　室　名 月 火 水 木 金

①トレーニング
（22）15：00 ～ 16：00

（25）９：30 ～ 10：30（29）９：30 ～ 10：30

（32）15：00 ～ 16：00

（33）９：30 ～ 10：30
（35）13：30 ～ 14：30
（36）15：00 ～ 16：00

②夜間トレーニング （23）18：00 ～ 19：00
（24）19：30 ～ 20：30

（27）18：00 ～ 19：00
（28）19：30 ～ 20：30

③やさしいトレーニング （30）11：00 ～ 12：00
④ひざ痛改善 （19）９：30 ～ 10：15 （38）10：45 ～ 11：30
⑤肩こり・腰痛改善 （26）11：00 ～ 11：45 （34）11：00 ～ 11：45
⑥貯筋体操 （37）9：30 ～ 10：15
⑦ピンとシャン教室 （21）13：30 ～ 14：30 （31）13：30 ～ 14：30
⑧輝らりシニアクラブ （20）10：45 ～ 11：30

▼ ▼ スケジュール

● ● 内　容／主に中高年齢者向けの運動（下表を参照）
● ● 問合せ／保健福祉センター　☎（６６７）１１７７
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　町の現状や課題について町長が町民のみなさんから直接意見をうかがう「町政懇談会」を、１月
下旬から２月中旬にかけて、町内６つの会場（中・作谷沢支所、中央・大寺・相模・近江公民館）
で開催。ブロック協議会や地区の役員など、合わせて84人が参加しました。
　懇談会では、テーマである行財政改革について質疑を交わしたほか、老朽化した町施設の活用、
道路整備、除雪、イノシシ対策、人口減少、マイナンバーカード利用など、まちづくりに関する幅
広い分野で意見交換を行いました。参加した方からは、「地域コミュニティでの、お互いさまの心
での助け合いが大事だと思う」「雪を厄介者ではなく観光資源に使ってみてはどうか」など、町へ
の愛着や期待を込めた声も聞かれました。

町の広聴活動

まちづくりへの声
お聞きしました

～ 町政懇談会 ～

　安
あ

達
だち

峰
みね

一
いち

郎
ろう

法学博士を記念して創設された
安達峰一郎奨学賞は、町内の中学校で学業成
績が顕著であり、かつ心身ともに健康な生徒
に一層の奨学向上を図る目的で、安達峰一郎
記念財団より毎年一人に贈られています。令
和３年度は、山辺中学校の高

たか

橋
はし

幸
こう

太
た

郎
ろう

さん（緑
ケ丘３）に授与されました。
　また、安達峰一郎博士顕彰会より安達峰一
郎奨励賞が同校の笠

かさ

原
はら

心
こころ

さん（緑ケ丘４）と、
須
す

藤
とう

臣
おみ

人
と

さん（緑ケ丘５）に授与されました。

安達峰一郎奨学賞に高橋幸太郎さん
安達峰一郎奨励賞に笠原心さん、須藤臣人さん

奨学賞、奨励賞ともに３月16日に挙行された山辺中学
校卒業証書授与式に先立ち、表彰状が授与されました。
（左から高橋幸太郎さん、笠原心さん、須藤臣人さん）

　みんなで落語などを楽しめるホールとゲス
トハウスが一体となった『噺

はなし

館
ごや

』が、「第42回 
東北建築賞」の作品賞部門に選ばれました。
　東北建築賞とは、日本建築学会東北支部が
東北地方の地域性に立脚した優秀な建築作品
などを顕彰することにより、東北地方におけ
る技術的水準の発展と、学会と地域社会との
交流を図る目的として設けられたものです。
　今後も地域のコミュニティ施設として、人と
人との交流が広がる場になることを願います。

『噺館』が「第42回 東北建築賞」を受賞
しました

峰
みね

田
た

順
じゅん

一
いち

さん（東館）設立のもと、2020年11月
に誕生しました。
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

階
ロ
ビ
ー
）
１
台

応
募
方
法
／
担
当
係
に
て
参
加
資

格
を
確
認
の
う
え
、
募
集
要
項
お

よ
び
応
募
書
類
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

書
類
交
付
お
よ
び
応
募
期
間
／
４
月

15
日
㈮
～
22
日
㈮

受
付
場
所
／
教
育
課
社
会
教
育
係

（
山
辺
町
中
央
公
民
館
内
）

応
募
手
続
／
募
集
要
項
を
確
認
の

う
え
、
応
募
期
間
内
に
申
し
込
み

に
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課　

社
会
教
育
係

☎
（
６
６
４
）
６
０
３
３

④
補
助
金
の
振
込
先
と
な
る
預
金

通
帳

注
意
点
／
申
請
で
き
る
台
数
は
１

世
帯
あ
た
り
同
機
種
に
つ
き
１
回

限
り
で
す
。
ま
た
、
申
請
期
間
は

購
入
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
９
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おお  知知  ららせせ
６次産業化の推進にかかる補助

　農家の方の６次産業化の取組を支援するため、新商品などの開発にかかる機器、資材を整備す
る場合に要する費用の一部を補助します。
補助対象者／農家および農業者団体など
補助要件／町内産農林水産物を活用した新たな加工品で、店舗や農産物直売所などに出荷・販売
　　　　　を行うもの
対象経費・内容／

補助対象経費 補助率 補助上限額 その他

１．新たな６次化産品の製造  
　　販売に必要な機器一式
※真空包装機、スライサーなど

１/２
以内

15万円
（20万円）

・補助額に千円未満の端数が生じた場合は、端数を切
　り捨てた額とし、補助金額の下限は、１万円とします。
・一つの補助事業者につき、年度内に１、２のどち
　らか１回とします。
・ふるさと応援寄附記念品に登録しているか、もしく
　は登録を行う農家の補助上限額は（ ）の金額とします。
・予算に限りがありますので、予算上限に達した時点
　で締め切ります。

２．新たな６次化産品のブラン
　　ド化に必要なラベル、パッ
　　ケージなど資材一式
※数量は１年間の出荷数量を限
　度とします

１/２
以内

８万円
（10万円）

問合せ 産業課　農政係・担い手支援係　☎（６６７）１１０６

　高品質を誇る町内産さくらんぼのブランド力の継続に向けて、町内在住の農家が、町内におい
て所有しているさくらんぼ雨除けハウスの長寿命化対策のため、修繕を行う際に必要となる資材
の購入の一部を支援します。
補助対象者／４月１日以降に修繕を行った販売農家（経営面積30アール以上および販売金額50万円
　　　　　　以上）
補助率・内容／ハウス修繕に要する資材代（消費税を除く）の２分の１
※施工にかかる経費、ネット、ビニールなどの被覆資材などは除きます。
補助上限額／15万円（ふるさと応援寄附記念品に事業者登録している農家については20万円）
その他／予算に限りがありますので、予算上限に達した時点で締め切ります。

さくらんぼ雨除けハウスの修繕にかかる補助

さくらんぼ雨除けハウスなどの導入にかかる補助
補助対象者／町内に住所または主となる事務所がある農業者で組織する団体（３戸以上・認定農業
　　　　　　者などの場合は２戸以上）、農業協同組合および農業法人
補助率・内容／さくらんぼ雨除けハウス部材費・附帯設備費・防霜ヒーターなどの購入する資材
　　　　　　　代（消費税を除く）の10分の３
※施工にかかる経費、ネット、ビニールなどの被覆資材などは除きます。
その他／予算の範囲内で、申し込み状況により按分などがあります。

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
生
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
の
容

器
ま
た
は
処
理
機
を
設
置
す
る
世

帯
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
／

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
居

　

住
し
て
い
る
方
（
事
業
所
お
よ

　

び
法
人
は
対
象
外
）

・
購
入
し
た
生
ご
み
処
理
機
な
ど

　

を
常
に
良
好
な
状
態
で
維
持
管

　

理
で
き
る
方

対
象
機
種
／
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
、
手
動
式
生
ご
み
処
理
機
、
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
、
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
容

器
な
ど

補
助
金
額
／
３
万
円
を
上
限
と
し

て
、
購
入
金
額
の
２
分
の
１
を
補

助
（
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

必
要
書
類
／

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
町
へ
の
請
求
書

③
領
収
書
と
保
証
書
の
写
し（
メ
ー

カ
ー
名
や
製
品
名
、
型
式
が
確
認

で
き
る
も
の
）

申
請
・
問
合
せ

５
月
２
日
㈪
以
降
に

車
検
を
受
け
る
方
へ

　

５
月
２
日
㈪
以
降
の
軽
自
動
車

の
車
検
（
継
続
検
査
）
に
は
、
令

和
４
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
令
和
３
年
度
の
納
税
証
明

書
は
お
使
い
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
に
は
、
役
場
か
ら
納
税
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。
納
付
確
認
後
に

発
送
（
５
月
12
日
ご
ろ
を
予
定
）

し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
対
策
室
収
納
管
理
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
５

問
合
せ

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

生
ご
み
処
理
機
な
ど
の

　
　
　
　
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

　
　
　
　
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

中
央
公
民
館
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募

集
し
ま
す

自
動
販
売
機
の
種
類
／
清
涼
飲
料
水

設
置
場
所
／
山
辺
町
大
字
山
辺
１

番
地　

山
辺
町
中
央
公
民
館
（
１

申
請
・
問
合
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



て
世
帯
の
場
合
】

　

工
事
費
用
の
３
分
の
１
以
内
、

上
限
30
万
円

募
集
期
間
／
４
月
20
日
㈬
か
ら

※
予
算
内
で
の
先
着
順
と
し
ま
す
。

注
意
点
／

・
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の
他

　

の
補
助
制
度
（
利
子
補
給
制
度
を

　

含
む
）
は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し
て

　

い
る
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・
着
工
は
補
助
金
交
付
決
定
通
知

　

日
以
降
と
な
り
ま
す
。

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

犬
の
放
し
飼
い
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
こ

と
は
、
県
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
逃
げ
出
し
た
り
迷
子

に
な
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
必
要

な
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
町
民

の
方
々
と
飼
い
犬
双
方
の
安
全
の

た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

万
が
一
、飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ

た
際
に
は
、
速
や
か
に
役
場
と
警

察
署
お
よ
び
保
健
所
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
９
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

第
35
回
山
辺
町
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
協
会
長
杯

Ｇ
・
Ｂ
大
会
開
催

日
時
／
５
月
29
日
㈰　

午
前
９
時

開
会

場
所
／
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

参
加
資
格
／
山
辺
町
に
住
所
を
有

す
る
方

参
加
費
／
一
人
300
円

申
込
み
／
５
月
５
日
（
㈭
・
こ
ど

も
の
日
）
の
午
後
４
時
ま
で
、
所

定
の
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て

山
辺
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

局
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

町
民
総
合
体
育
館
内

山
辺
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

☎
（
６
６
４
）
７
２
６
３

山
辺
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局　

斉
藤
邦
彦
さ
ん

☎
（
６
６
６
）
２
１
３
８

問
合
せ

申
込
み
・
競
技
内
容
問
合
せ

申
請
・
問
合
せ

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
民
の

住
環
境
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
令
和
４

内
、
上
限
12
万
円

募
集
期
間
／
４
月
20
日
㈬
～
５
月

31
日
㈫

※
予
算
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
選
考
方
法
は
抽

選
と
し
、
補
助
金
の
交
付
決
定
を

受
け
た
方
に
は
６
月
中
旬
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
決
定
通
知
日
／
６
月

７
日
㈫
（
予
定
）

注
意
点
／

・
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の

　

他
の
補
助
制
度
（
利
子
補
給
制

　

度
を
含
む
）は
併
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し

　

て
い
る
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・
着
工
は
補
助
金
交
付
決
定
通
知

　

日
以
降
と
な
り
ま
す
。

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

町
内
の
業
者
が
施
工

す
る
住
宅
の
増
改
築

工
事
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す

　

町
内
の
業
者
や
個
人
事
業
主
と

請
負
契
約
し
施
工
す
る
、
住
宅
や

付
属
建
築
物
の
増
改
築
、
改
修
工

事
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
の
可
否
お
よ
び
申
請
な

ど
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
場
合

は
、
着
工
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・
町
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
、
町

　

内
で
自
ら
営
む
店
舗
お
よ
び
町
内

　

で
自
ら
使
用
す
る
小
屋
な
ど
の
う

　

ち
自
ら
居
住
す
る
住
宅
と
同
一
の

　

敷
地
内
に
あ
る
も
の
の
増
改
築
、

　

改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事

　

業
者
ま
た
は
町
内
に
本
店
、
支

　

店
も
し
く
は
営
業
所
を
有
し
て

　

い
る
法
人
が
施
工
す
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
に
完

　

了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
諸
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
内
容
／
工
事
費
用
の
10
％
以

申
請
・
問
合
せ

問
合
せ

令
和
４
年
度
伝
統
文

化
茶
道
子
ど
も
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

　

国
際
化
社
会
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

日
本
文
化
を
身
に
つ
け
て
い
た
ら

素
敵
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
小
学

申
込
み
・
問
合
せ

年
度
山
形
県
住
宅
支
援
制
度
に
適

合
す
る
も
の
）
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
着
工
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・
町
内
に
自
ら
が
所
有
し
、か
つ
、

　

自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
店
舗
な

　

ど
の
併
用
住
宅
の
場
合
、
居
住

　

部
分
の
み
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー

　

ム
工
事
で
あ
る
こ
と

・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
内
容
別
の
基

　

準
点
が
10
点
以
上
（
工
事
費
が

　

50
万
円
未
満
の
場
合
は
５
点
以

　

上
）
と
な
る
工
事
を
含
む
こ
と

・
県
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
事
業

　

者
ま
た
は
県
内
に
本
店
も
し
く

　

は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
法

　

人
と
請
負
契
約
を
す
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
に
完

　

了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
諸
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
内
容
／

【
一
般
世
帯
の
場
合
】

　

工
事
費
用
の
10
分
の
１
以
内
、

上
限
12
万
円

【
移
住
世
帯
、
新
婚
世
帯
、
子
育

生
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
優
し
く

学
べ
る
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
七
夕
茶
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
教
室
で
使
用
す
る
道
具

類
は
す
べ
て
準
備
し
ま
す
。
個
人

で
用
意
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
茶
道
子
ど
も
教
室
（
裏
千
家
）

稽
古
日
／
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
３
時
～
５
時

活
動
場
所
／
中
央
公
民
館

参
加
費
／
１
回
500
円（
お
菓
子
代
）

募
集
人
数
／
20
人

申
込
み
期
限
／
４
月
29
日
（
㈮
・

昭
和
の
日
）

山
辺
茶
道
子
ど
も
教
室　

渡
辺
さ
ん

☎
（
６
６
４
）
５
１
２
２

第第
3232
回
山
辺
町

回
山
辺
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

春
季
大
会
開
催

日
時
／
５
月
11
日
㈬　

午
前
８
時

30
分
開
会

場
所
／
山
辺
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
／
山
辺
町
に
お
住
い
の

方
、
ま
た
は
町
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
方

種
別
／
一
般
の
部

競
技
方
法
／
個
人
対
抗
戦
と
し
ま
す
。

参
加
費
／
一
人
500
円

（
申
し
込
み
締
め
切
り
ま
で
山
辺

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事

務
局
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
み
／
所
定
の
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
５
月
５
日
（
㈭
・
こ
ど

も
の
日
）
の
正
午
ま
で
町
民
総
合

体
育
館
内
山
辺
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

事
務
局
ま
た
は
山
辺
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

町
民
総
合
体
育
館
内

山
辺
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

☎
（
６
６
４
）
７
２
６
３

山
辺
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

事
務
局　

長
岡
庄
一
郎
さ
ん

☎
０
９
０
（
３
６
４
５
）
１
８
３
４

競
技
内
容
問
合
せ

申
込
み
・
問
合
せ

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
予
定
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
各
公
民
館
で
の
受
付
は
し
ま

せ
ん
。

山
辺
町
包
括
ケ
ア
推
進
室

☎
（
６
６
６
）
６
５
６
５

め
、義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
６
月
30
日
㈭
ま
で

受
付
場
所
／
保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
役
場
１
階
②
番
窓
口
）

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、

被
災
し
た
方
々
の
生
活
再
建
に
役

立
て
て
い
く
た
め
、
す
べ
て
日
本

赤
十
字
社
へ
送
金
し
ま
す
。

※
救
援
物
資
（
衣
料
品
な
ど
）
の

寄
贈
に
つ
い
て
は
、
受
付
を
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支
部
山
辺

町
分
区
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
内
）

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
７

２
～
５
人
）

参
加
費
／
一
人　

２
、５
０
０
円

炊
事
材
料
代
・
保
険
料
ほ
か

※
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
れ
ば
詳
し

い
募
集
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

募
集
期
間
は
定
員
に
達
す
る
ま
で

と
し
ま
す
。

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
佐
藤
さ
ん

☎
０
８
０
（
３
３
２
０
）
６
７
６
８
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
ふ
る
さ
と
友
遊
事
業

ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
ふ
る
さ
と
友
遊
事
業

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
＆

親
子
キ
ャ
ン
プ
春

　

ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
＆
親
子
キ
ャ
ン

プ
春
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰

１
泊
２
日

場
所
／
山
形
市
少
年
自
然
の
家　

板
橋
沼
キ
ャ
ン
プ
場

募
集
／

◇
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ

10
名
（
小
学
５
年
生
と
６
年
生
）

◇
親
子
キ
ャ
ン
プ

10
組
（
小
学
生
と
保
護
者　

一
組

申
込
み
・
問
合
せ

みんなでごみを減らしましょう！みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

【令和４年２月のもやせるごみ量】

※令和３年２月との比較：－5.50ｔ
　（家庭系：－5.64ｔ、事業系：+0.14ｔ)

　２月は前年同月より、もやせるごみの量が
減りました。分ければ“資源”、まぜれば“ご
み”です。ごみの分別と削減に努めましょう。

山辺観光タクシー㈱　TEL 664-5030

コミュニティバスコミュニティバス
デマンドバスデマンドバス 運転手募集運転手募集
・２種免許取得制度あり
・女性の方  歓迎　※詳細は電話でお問い合わせください。

★タクシー運転手も同時募集しています。

【 広 告 】【 広 告 】

令
和
４
年
３
月
福
島
県

沖
地
震
災
害
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

　

令
和
４
年
３
月
福
島
県
沖
地
震

に
よ
り
、
福
島
県
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
出
ま
し
た
。
こ
の
災
害

で
被
災
し
た
方
々
を
支
援
す
る
た

問
合
せ

『
や
ま
が
た
縁
結
び

た
い
』
に
よ
る
結
婚

相
談
会

日
時
／
５
月
８
日
㈰
、
15
日
㈰
、

22
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

（
一
組
45
分
程
度
）

場
所
／
文
翔
館
（
山
形
市
）

対
象
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た

は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い

相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

費
用
／
無
料

申
込
み
／
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
、

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

☎
（
６
８
７
）
１
９
７
２

申
込
み
・
問
合
せ

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
教
室
！

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
教
室
！

い
き
い
き
教
室

　

元
気
に
自
分
ら
し
く
、
い
き
い

き
と
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め

の
教
室
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

タ
オ
ル
を
使
っ
た
運
動
、
音
楽

に
合
わ
せ
た
体
操
な
ど
、
心
と
身

体
の
健
康
増
進
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物
／
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
靴

申
込
み
開
始
日
／
４
月
18
日
㈪
か
ら

各
公
民
館
・
先
着
20
人
ま
で

【
山
辺
東
部
公
民
館
】

開
催
日
／
５
月
13
日
～
10
月
７
日

（
月
１
回
・
金
曜
日
）

時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

参
加
費
／
700
円
（
全
６
回
）

【
山
辺
北
部
公
民
館
】

開
催
日
／
５
月
17
日
～
11
月
１
日

（
月
２
回
・
火
曜
日
）

時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
２
時

30
分

参
加
費
／
１
、５
０
０
円（
全
13
回
）

申
込
み
・
問
合
せ

▼▼カード交付について
　町民生活課住民係　☎（667）1109
▼▼マイナンバーについて
　総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178 ↑�申請方法

身分証明書として使えるほか、今後
ますます活用が広がるマイナンバー
カードをつくってみませんか？

つくってみよう！マイナンバーカードつくってみよう！マイナンバーカード

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

パソコン 　https://service.sugumail.com/yamanobe/member/

携帯電話・スマートフォン 　https://service.sugumail.com/yamanobe/
　※右のQRコードをご利用ください。

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス）

おお知知ららせせ
ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ



●人のうごき（令和４年４月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減

　 人口13,824人（-52）【男6,746人（-16）女7,078人（-36）】　世帯数4,826（-5）　出生2人　死亡22人　転入60人　転出92人

役場庁舎のご案内役場庁舎のご案内
　役場庁舎のそれぞれの課・係の配置図です。内容について
は、令和４年４月１日現在のものとなります。年度途中に変
更になる場合がありますのであらかじめご了承ください。
（※外部施設などについては省略しています。）

３階
議会事務局議会事務局

☎（667）1117
事務局長 渡辺浩樹

④番窓口 ③番窓口 ②番窓口 ①番窓口

１階

農業委員会事務局農業委員会事務局

☎（667）1114
佐藤英敏事務局長

小関求

町民生活課町民生活課

☎（667）1109

税務課税務課

☎（667）1105

保健福祉課保健福祉課

☎（667）1107

産業課産業課

☎（667）1106
須貝真由美課長 阿部孝之課長 高内浩子課長佐藤英敏課長

ロビー
入口

須藤由香奈

☎（667）1104会計課会計課

収納対策室収納対策室

２階

後藤忠秀議事係 係長

須貝真由美会計管理者兼会計課長

危機管理係 武田忍係長

防災係 安達裕明係長
峯田昭 木村健太

川口崇庶務係 係長
平英二財政管理係 係長

☎（667）1111

総務課総務課

佐藤正彰課長

三浦宏文 菅野雅 小野裕子 後藤由貴
鈴木将太

住民係
生活環境係
国保医療係

峯田幸子

遠山進

渡辺純永

係長

係長

係長山口智大

政策推進課政策推進課

☎（667）1110
佐藤竜課長

山口嘉講総合戦略係 係長
秋葉雅司情報統計係 係長

武田洋明寺嶋政之
高橋桃佳西山佳絵

教育委員会 教育課教育委員会 教育課

☎（667）1115
武田紀子課長 奈良崎芳晴主任指導主事
渡辺利弘総務係 係長

鈴木宏美学校教育係 係長

青木稔スポーツ振興係 係長

笹原翔太
伊藤俊輔 日塔美咲

防災対策課防災対策課

☎（667）1119
鈴木司課長

牧野友裕財産管理係 係長

稲村和博
鈴木賢一

垂石郷
多田悠人 笹原章裕

伊藤武紘
鈴木友介三浦愛未

農政係
担い手支援係

農地係

農村整備係
商工観光係

岩城真也

安達久博

朽木良次

齋藤雅和

後藤和幸

係長

係長

係長

係長

係長

菅原茜

後藤智宣

土田さやか

武田志穂

福祉係
介護保険係
子育て支援係
介護支援係

多田博

武田直文

後藤美希

清水瞳

係長

係長

係長

係長

町民税係
固定資産税係

収納対策係

収納管理係

鈴木敦

広谷知行

大山静香
細矢貴行

係長

係長

室長兼係長
係長

菅原茜

安達美帆

多田春香

会田宗広酒井佑太

北條智洋係長協働推進係

川口美佐紀会計係 係長

高橋直朗

金井早紀

荒木風花井形寛輝

佐藤貴裕

大谷今日子

酒井知沙

長岡花奈
武田和也

桐生虎汰

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
７
８
１
号　

令
和
４
年
４
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
政
策
推
進
課
（
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
５
番
地
）　

☎
０
２
３
（
６
６
７
）
１
１
１
０

鈴木美郷長瀬司
中川輝宣 渡辺愛美

後藤昌外安孫子正治

元木英二

佐藤初音

建設課建設課

☎（667）1113
佐藤義朗課長

半田裕美管理用地係 係長
長谷川友浩道路河川係 係長
長岡康一都市整備係 係長
三部洋下水道係 係長

長岡憲吾


